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１．以下の問いに答えよ．(１５点 ×２)

(1) 微分方程式

dx

dt
− 2x = et x(0) = 1

の解が
x(t) = 2e2t − et

であるかどうかを調べよ．
(2) 微分方程式

dy

dx
=

x2 + y2

2xy

の一般解が，

x2 + y2 − 2cx = 0 (cは任意の定数)

であるかどうかを調べよ．

２．次の微分方程式を解け．(１５点 ×５)

(1)
dx
dt = 6

√
x x(0) = 1

(2)
dy
dx − 1

1+xy = 1− x2 y(0) = 2

３．次の関数のラプラス変換を求めよ．(５点 ×5)

(1) t3 − 3t2 + 1 (2) 5 sin 2t (3) 3t2 + e−t

(4) t2 sin t (5) cos2 t
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４．図に示すような，抵抗R，インダクタンス L，交
流電源 e(t) = E cosωtから成る電気回路がある．時刻
t = 0でスイッチ Sを閉じる．このとき，時刻 tにおけ
る電流 i(t)は，以下の微分方程式を満たす．

L
di

dt
+R i = E cosωt

以下の問いに答えよ．
(1)　同次微分方程式

L
di

dt
+R i = 0

の一般解を求めよ．(５点)

(2)　同次微分方程式の一般解には，一個の積分定数が
含まれる．この定数を関数とみなすことにより，もと
の方程式の一般解を求めよ．(１０点)
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